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　建築基準法改正により２０２５年４月から全ての建築物において省エネ基準への適合が義務化
された。これを受けて、主に戸建住宅市場ではどのような変化が起きているか、住宅の供給者を
はじめ、断熱材など関連する建材市場などの動向と、住宅の省エネ性能に関する今後の展望につ
いて示す。

特集◎住宅等の建築物省エネ全面義務化を受けて特集◎住宅等の建築物省エネ全面義務化を受けて特集◎住宅等の建築物省エネ全面義務化を受けて


